
・いきなり病院に行かず、必ず電話で相談してから受診しましょう。

・他の患者さんとの接触を避けるため出入口を分けていたり、時間指定さ

　れることがありますので指示に従いましょう。

・いつから、どのような症状があるのかや、お医者さんに聞いておきたい

　ことなどをあらかじめメモしておくと便利です。

・表情、外見はどうですか？顔色や唇の色はいつもと変わりませんか？

・声をかけてみて、反応はどうですか？ぼんやりしていたり、もうろうと

　してはいませんか？

・呼吸はどうですか？息が荒くなったり（呼吸数が多くなる）肩で息をし

　ていたり、横になれなくなったり、ゼーゼー音がしていませんか？

・子どもの場合、感染しても多くは軽症で済むと言われていますが、上記

　のような症状が見られたら早めに相談機関に相談しましょう。

　暑さもようやく一段落し、朝夕の風には秋の気配が感じられるよ

うになりました。1日の気温差が大きくなるこの時期は、体調を崩し

やすいときでもあります。毎日の体調の変化にご注意ください。

地域や年齢を問わず、陽性者数は増えています。いつ、どこで、誰が感染

してもおかしくはありません。軽症であれば、自宅療養となります。では

家族が感染した時はどうしたらよいのでしょう？

自 宅 療 養 中 の ポ イ ン ト は ？

・参考に東京都保健福祉局が作成したチェックリストを紹介します。

・家族で感染を広げないためのチェックポイントが載っています。

・QRコードのリンク先もチェックしてみてください。※通信料が発生します

９月ほけんだより
うのすまい保育園 ♩担当♩かわさきけいこＲ４・9・１発行

新型コロナウイルス陽性者が急増しています

もしも、感染が疑われたら？

お子さんが感染してしまったときの観察ポイントは？
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